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森林から河川水への溶存態 137Cs の流出過程を明らかにするため、森林源頭部流域を対象として、湧水や

表流水、斜面から流入するリター層・土層通過浸透水に含まれる溶存態 137Cs濃度の時間変化の観測と、流量

や気温に着目した変動要因の解析を行った。 
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1. 緒言 

河川水中の溶存態 137Csは河川流量や気温の変化にともなって変動するため、それらのパラメータをもとに

溶存態 137Cs濃度を推定するモデル式が先行研究により報告されているが 1),2)、森林流域からの溶存態 137Csの

供給源については十分に解明されていない 3)。一方で、林床の土壌浸透水が高い溶存態 137Cs濃度を示すこと

や 4)、また溶出実験により、森林流域の河床に堆積した有機物からの溶存態 137Csの溶出が確認されているが

5)、実際の渓流水中の溶存態 137Cs濃度との比較や時間変化の解析は十分になされていない。 

2. 方法 

 福島県浪江町の森林源頭部小流域（0.002 km2）試験流域に選定した。湧水及び 25 m下流の表流水の流量及

び水温、気温と林外雨量を観測するとともに、湧水と表流水、リター層及び土層の通過浸透水を定期的に採

水した。なお、下流の表流水の採取地点のすぐ上流側に土壌が湿潤な飽和帯が分布している。水試料は 0.45

μmの濾紙通過水に含まれる 137Csを溶存態として Geガンマ線検出器を用いて定量した。また、浮遊砂と粗

大有機物の 137Cs（懸濁態）の濃度を定量した。観測調査は 2018年 6月から 2019年 12月にかけて行った。 

3. 結論 

森林源頭部から流出する表流水の溶存態 137Cs 濃度は、春～夏季（6～8 月の）にかけて増加する傾向が認

められた。湧水の溶存態 137Cs濃度は流量の増加とともに低減したが、表流水ではそのような傾向は認められ

なかった。一方で、表流水やリター層・土層通過浸透水の溶存態 137Cs濃度は日平均気温とともに増加する傾

向が認められたが、湧水ではそのような傾向は認められなかった。以上のことから、湧水では流量の増加、

すなわち地下水流出の寄与により溶存態 137Cs濃度が希釈されるのに対し、表流水の溶存態 137Cs濃度は主に

気温変化に対応して変動することから、同様に気温とともに溶存態 137Cs濃度が変動する土層通過浸透水や堆

積有機物からの溶出が供給源となっていることが示唆された。 
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